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●
事
例
紹
介
●

東
北
福
祉
大
学

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

の

活
動
と
地
域
社
会
と

の
連
携

小
松

洋
吉

（

東
北
福
祉
大

学
教
授

・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
長
）

渡

辺
　

信

也

・
小

抜
　

隆

（
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア
セ

ン

タ

ー

コ
ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー
）

は
じ
め
に

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
、
自
分
に
つ
い
て

学
ぶ
、
人
間
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

平
成

一
〇
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
経
緯
、
業
務
内
容
、
地
域
社
会
と
の
連
携
、
さ
ら

に
は
学
生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
そ
の
概
ね

を
述
べ
る
。

一
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
立
経
緯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
本
学
学
生
及
び
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
支
援
、
ま
た
大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
を
目

的
と
し
、
平
成

一
〇
（

一
九
九
八
）
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。

き

っ
か
け
は
平
成
七
（

一
九
九
五
）
年

一
月
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
本
学
に
お

い
て
は
震
災
直
後
に

学
生
有
志
が
中
心
と
な
り
、
直
ち
に

「東
北
福
祉
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
」
を
結
成
。
メ
ン
バ
ー
は

い
ち
早
く
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
専

門
的
知
識

・
技
術
を
発
揮
し
、
高
齢
者
介
助
、
あ
る
い
は
子
ど
も
た

ち
の
託
児

・
心
の
ケ
ア
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
た
。
活
動
は

復
興
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
七
月
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
学
生
た
ち
の
活
動
を
契
機
に
、
大
学
と
し
て
学
生
の

「思
い
」
、
「気
持
ち
」
を
今
ま
で
以
上
に
受
け
と
め
、
よ
り
よ

い
活

動
に
結
び

つ
く
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
た
。

ま
た
そ
れ
は

「自
立
（
自
律
）
し
た
学
生
を
育

て
る
」
と
い
う
大

学
の
教
育
方
針
あ
る
い
は
地
域
社
会
に
お
い
て

「新
し
い
公
共
」
を

担
う
人
材

・
活
動
が
必
要
だ
と
す
る
社
会
的
要
請
と
も
合
致
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

二
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容

現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
前
述
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
主
と
し

て
八
つ
の
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
受
付

・
紹
介

学
内
外
よ
り
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
を
受
付
け
、
学
生
あ
る
い

は
地
域
住
民
に
向
け
募
集
情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。

な
お
、
依
頼
情
報
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
締

結
し
た

「パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約
」
に
基
づ
き
、
仙
台
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
依
頼
情
報
の
共
有
化
を
図

っ
て
い
る
。

さ
ら

に
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
と
取
り
交
わ
し
た

「連
携
協
力
に

関
す
る
覚
書
」
に
よ
り
仙
台
市
立
学
校
に
お
け
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
随
時
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

情
報

の
提
供
に
関
し
て
は
、
学
内
掲
示
板
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
情
報
を
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

「
い
つ
で
も
」
、
「ど
こ
で
も
」
、
「だ
れ
で
も
」
が
情
報
を
入
手
で
き

る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
f
u
.
a
c
.
j
p
/
v
o
l
u
n
t
）

。

平
成

一
五
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
受
付

件
数
は
四

一
七
件

（
前
年
度
比
二
〇
五
件

の
増
）

で
あ
り
、
福
祉
だ
け
で
な
く
環
境
、

国
際
協
力
、
ま
ち
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
様
々
な
分
野
か
ら
依

頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
活
動
者
数
は
五
五
〇

人
（
前
年
度
比
三
四
人
の
増
）

で
あ
り
、
本
学
学
生
だ
け
で
な
く
高

校
生
、
他
大
学

・
専
門
学
校
生
、
地
域
住
民
に
た
い
し
て
も
活
動
紹

介
を
行

っ
て
い
る
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
情
報
以
外
に
、
関
係
機
関

・
団
体
の
活
動
や

各
種
イ
ベ
ン
ト

・
研
修
会
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
等
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
（
例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
情
報
誌
の

設
置
な
ど
）
。

○
相
談
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
疑
問
や
質
問
あ
る
い
は
活
動
中
に

悩
み
が
生
じ
た
際
に
適
切
な
支
援

・
ア
ド
バ
イ

ス
が
行
え
る
よ
う
、

常
時
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

○
講
座

・
研
修
会
の
企
画

・
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
や
活
動
者

・
サ
ー
ク
ル
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
的
と
し
た
講
座

・
研
修
会
を
企
画

・
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、
昨
年
度
は

一
〇
回
講
座
を
開
催
し
、
市
民
に
も
公
開
し
て
い
る
。
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○
国
際
協
力
活
動

へ
の
支
援
及
び
学
生

へ
の
啓
発

国
際
協
力
活
動

へ
の
支
援

・
啓
発
を
目
的
と
し
、
個
人

・
団
体
で

活
動
を
行

っ
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
報
告
会
や
国
際
協
力
機

構

（J
I
C
A
）
と
連
携
し
た
国
際
協
力
事
業
の
紹
介
等
を
行

っ
て

い
る
。

○
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

学
生

の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

（団
体
名

”
W
i
t
h
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
と
も
に

様
々
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
。

○
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

セ
ン
タ
ー
が
設
立
五
周
年
を
迎
え
こ
と
を
契
機
と
し
、
よ
り

一
層

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
の
振
興
と
創
造
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
祭
」
を
昨
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
福
祉
施
設

・
団
体

へ
の
感
謝
状

・
車
椅
子
の
贈
呈
、
あ

る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
地
域
活
動
者
等
に
よ
る
活
動
報
告
、
本
学

卒
業
生

で
あ
る
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
の
お
宝
グ
ッ
ズ
抽
選
会
な
ど
会

場
と

一
体
と
な

っ
て
楽
し
み
な
が
ら
活
動
の
魅
力
を
共
有
で
き
る
内

容
と
な

っ
て
い
る
。

○
履
修
科
目

「福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
Ⅰ

・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
」

の
単

位
認
定
に
関
す
る
業
務

本
学

で
は
日
本
の
大
学
と
し
て
初
め
て
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
た

い
す
る
単
位
認
定
を
平
成
五
年
度
よ
り
実
施
し
、
体
験
を
と

お
し
て
学
ぶ
学
生
た
ち
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

三

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
地
域
社
会
と
の
連
携

○
文
部
科
学
省
委
託
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業

「地

域
防
災
力
向
上
の
た
め
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成
」

地
震
国
日
本
に
お

い
て
震
災
の
発
生
に
際
し
、
生
命

・
身
体

・
財

産
の
損
害
を
最
小
限
に
留
め
る
、
い
わ
ゆ
る

「
減
災
」
が
急
務
の
課

題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
、
行
政
、
市
民
活
動
団
体
、

企
業
な
ど
と
と
も
に

「地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
を

組
織
し
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
作
成
を
推
進
し
て
い
る
。

本
学
学
生
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
事
業
推
進
状
況
に
つ
い
て
情

報
発
信
し
た
り
、
委
員
会
に
お
い
て
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
画
す

る
な
ど
し
て
い
る

（写
真
1
）。

○
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

「
T
F
U
こ
ど
も
広
場
」

の
開
設

【宮
城
県
共
同
募
金
会
配
分
事
業
】

今
年
度
、
「も
の
づ
く
り
」
や

「
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
の
体
験
活
動

を
と
お
し
、
知

・
心

・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
感
性
豊
か
な
子

ど
も

の
成
長
の
育
成
支
援
を
目
的
と
し
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た

「T
F
U
こ
ど
も
広
場
」
を
開
設
し
て
い
る
。

旦
ハ体
的
内
容
と
し
て

は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
そ
ば

・
う
ど
ん
づ
く
り
」
、
「創
作

（お
も
ち

ゃ
づ
く
り
）」、
「野
球
」
、
「
ア
ー
ト
」
、
「
ア
ロ
マ
」
な
ど
で

あ
る
。

な
お
、
開
設
に
あ
た

っ
て
は
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
拠
点
と
な

っ
て
い
る

「東
北
福
祉
大
学
感
性
福
祉
研
究
所
」

の
研

究
成
果
な
ど
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る

（写
真
2
）。

○
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約
」

の

締
結

新
し

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会

の
構
築
及
び
学
生
と
職
員
の
資
質
向

上
に
資
す
る
た
め
に
、
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
組
織
的
、
継
続

的
な
連
携

・
協
力
体
制
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
を
謳

っ
た

「パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約
」
を
締
結
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
わ

る
人
材
育
成
や
調

査

・
研
究

・
開
発
あ
る
い
は
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
な

ど
の
事
業
に
つ
い
て
連
携

・
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
く

（写
真
3
）。

○
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の

「も
の
、、つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
の
実
施

【宮
城
県
共
同
募
金
会
配
分
事
業
】

写真1生 涯学習まちづくりモデル支援事業委員
会の様子。本学学生もオブザーバーとして
委員会に参画しています （写真中央）

写真21TFUこ ども広場」 の様 子。本学学生 も

ボランテ ィア と して活 動 をサポ ー トしてい

ます

写真3仙 台市社会福祉協議会との 「パー トナー
シップ協約」締結の様子
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地
域
全
体
で
子
育

て
に
関
わ

っ
て
い
く
き

っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
地
域
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え

る

「も

の
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
の
養
成
講
座
を
行

っ

て
い
る
。
昨
年
度
は
、
「創
作
」
、
「
日
本
食
」
、
「工
芸
」
な
ど
六
コ

ー
ス

一
五
回
の
講
座
を
開
講
し
た
（
写
真
4
）。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
の
作
製

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
広
が
り
を
目
に
見
え
る
形
に
し
、
地
域
住

民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
意
欲
の
高
揚
や
安
心
感
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
」
を
本
学
芹
沢

銈
介
美
術
工
芸
館
と
作
製
し
、
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
座
受
講
生
等
に

配
布
し
て
い
る
。

バ
ッ
ジ
の
中
央
に
描
か
れ
て
い
る

「心
」
の
字
は
型
絵
染
の
人
間
国
宝
、

故
芹
沢
銈
介
氏
の
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ

て
い
る
（
写
真
5
）。

な
お
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
が

行

っ
た

「大
学
教
育
改
革
の
学
生
認

知
度
調
査
二
〇
〇
〇
」
に
お
い
て
、

本
学
は

「単
位
と
し
て
認
め
る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
る
」
の
項
目
で
全
国

一
位
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宮
城
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る

「宮
城
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」
よ
り
地
域
福
祉
の
向
上
進
展

に
寄
与
し
た
団
体
等
に
お
く
ら
れ
る
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

四
　
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
際

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
サ
ー
ク
ル

「
W
i
t
h
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」

学
生
の
視
点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒

に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
体
で
、
「共
に
考

え
る
・
行
動
す
る
（
W
i
t
h
）
」

の
視
点

・
発
想
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
企
画

・
運
営
に
参
画
し
、
よ
り
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
を
同
じ
学
生
と
し
て
の
立
場
で
受

け
る
な
ど
し
、
よ
き
話
し
相
手
と
な
り
、
解
決

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
生
同
士
あ
る
い
は
、

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
考
え
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
講
座
の
企

画

・
運
営
の
補
助
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
を
行

っ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
活
動
と
し
て

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ

ー
研
修

会
（
平
成

一
五
年
九
月
二
六
日
）」
や

「社
会
福
祉
協
議
会

を
知
る
勉
強
会
（
平
成

一
五
年
一
一

月
二

一
日
）」
の
開
催
、
「ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
感
謝
祭
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
平
成

一
六
年

一
〇
月
二
一二
日

・
二
四
日
に
本
学
で
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に

お
い
て
は
仙
台
市
消
防
局
や
仙
台
市
防
災
安
全
協
会
等
と
連
携
し
、

地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
地
震
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
会
や

防
災
ビ
デ
オ
の
上
映
や
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
な
ど
を
行

っ
た
。

O
E
C
O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

地
域
社
会
の

一
員
と
し
て

「住
み
良
い
魅
力
あ
る
環
境
づ
く
り

へ

の
貢
献
」
、
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
通
じ
た
環
境
保
全
活
動
の
啓

発
」
、
「
自
然

・
地
域
社
会

・
大
学
を
大
切
に
す
る
心
を
も

つ
こ
と
」

を
目
的
に
三
〇
名
余
の
有
志
学
生
が
昼
休
み
と
放
課
後
に
学
内
外
の

ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
や
提
言
、
住
民
と
の
相
互
学
習
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

○
福
祉
I
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

「措
置
」
か
ら

「利
用
者
本
位
」
に
移
行
す
る

な
か
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
関
す
る
様

々
な
情

報
を
利
用
者
自
ら
が
比
較

・
検
討
し
選
択
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
事
業
所
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
本
学
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
行

っ
て
き
た
。

ま
た
、
東
北
福
祉
大
学
は
福
祉
系
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
が
多

い
の
が
特
徴
で
、
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多
い
。
そ
こ
で
、
活
動
内
容
を
知

っ
て
も

ら
い
、
受
け
身
で
は
な
く
自
ら
で
き
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
く
た
め

に
、
現
在
は
学
生
サ
ー
ク
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
の
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

平
成

一
六
年
七
月

一
三
日
に
起
こ

っ
た

「新
潟
七

・
一
三
水
害
」

で
は
被
災
地

へ
行
き
、
家
屋
に
入
り
込
ん
だ
泥
な
ど
を
運
ん
だ
り
す

る
作
業
を
行

い
、
現
地
入
り
で
き
な
い
学
生
は
仙
台
市
中
心
部
で
義

援
募
金
活
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
平
成

一
五
年
七
月
二
六
日
に
発
生

し
た

「宮
城
県
北
部
連
続
地
震
」
で
は
本
学
学
生

一
五
〇
人
が
災
害

復
旧
支
援
活
動
を
行

っ
た
。
被
害
が
大
き
か

っ
た
南
郷
町
を
中
心
に

家
屋
の
廃
材
の
分
別
や
瓦
礫

の
撤
去
活
動
な
ど
精
力
的
に
活
動
し

た
。

写真4　 ものづ くり講座 の様 子 。地域 の

方 々 との交流 も生 まれ 、楽 しみな

が ら学習 しています

写 真5　 ボ ランテ ィアセ ンタ
ーオリジナルバ ッジ
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本
学

で
は
平
成
七
年
に
起
こ

っ
た

「阪
神
淡
路
大
震
災
」
や
平
成

九
年
に
は

「日
本
海
重
油
流
出
事
故
」、
平
成

一
〇
年
に
は
栃
木
県

那
須
町
周
辺
を
襲

っ
た
集
中
豪
雨
の
際
に
も
、
学
生
た
ち
が
復
旧
活

動
に
駆
け
つ
け
、
地
域
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

○
平
成

一
六
年
度
仙
台
市
社
会
福
祉
大
会

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
個
人

・
団
体
を
表
彰
す
る
大

会
が
平
成

一
六
年
九
月

一
日
に
開
催
さ
れ
た
。
団
体
部
門
で
は

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
天
使
村
（
以
降
、
天
使
村
）
」
が
表
彰
さ
れ

た
。天

使
村
は
昭
和
五
五
年
か
ら
児
童
養
護
施
設

・
天
使
園
で
生
活
す

る
子
ど
も
た
ち
と
の
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
や
心
情
を
理
解
し
、
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
域
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
「遊

び
」
を
通
じ
大
人
と
子
ど
も
と
が
向
き
合
う
場
で
あ
る

「天
使
祭
」

と
い
う
お
祭
り
を
開
催
し
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
目
的
に
向

か

い
真
摯
に
努
力
を
す
る
姿
勢
は
、
地
域

の
生
活
課
題
を
解
決
し
、

地
域
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
で
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
個
人
部
門
で
は
本
学
社
会
福
祉
学
科
四
年
の
五
十
嵐
智
史

氏
が
表
彰
さ
れ
た
。
前
記

「W
i
t
h
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
活
躍
し
、

課
外
活
動
で
は
共
同
募
金
会
で
の
募
金
活
動
、
高
齢
者
施
設

へ
の
訪

問
活
動
、
障
害
者
施
設
で
の
付
添

・
作
業
補
助
、
タ
イ
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
、
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究
集
会
実
行
委

員
と
し
て
企
画

・
運
営
を
行
う
な
ど
地
域
社
会
あ
る
い
は
全
国
、
国

際
レ
ベ
ル
で
多
様
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

○
ラ
ジ
オ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

せ
ん
だ
い
泉
F
M
放
送
株
式
会
社
と
の
協
働

に
よ
る
、
市
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
番
組
（
「福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
）
の
制
作

・
運
営
を
行

っ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ

を
聞
い
た
市
民
に
多
く
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
。

○
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援

本
学
の
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
対
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
や
情
報
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
。

◆
福
祉
施
設
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
落
語
を
披
露
し
て
ほ
し
い
と

い
う
依
頼
は
、
本
学
公
認
サ
ー
ク
ル
の

「落
語
研
究
会
」
に
紹
介

し
、
「笑

い
」
に
よ

っ
て
の
健
康
増
進
や
外
部
と

の
連
携
強
化
を

目
指
し
活
動
し
て
い
る
。
平
成

一
六
年

一
〇
月
二
日
、
三
日
に

『杜
の
都
の
市
民
環
境
教
育

・
学
習
推
進
会
議
』
主
催

の

「環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
せ
ん
だ
い
二
〇
〇
四
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
市

民
か
ら
笑
い
を
と
る
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。

◆
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
の

「
B
E
A
U
T
Y
'
S

」
は
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア
と

い
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
中
心
に
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
施
設
訪
問
を

行

っ
て
い
る
。
高
齢
者

ヘ
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ

る
癒
し
の
効
果
や

「美
」
を
追
求
し
、
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
毎

年
、

『仙
台
市
高
齢
者
生
き
が
い
健
康
祭
実
行
委
員
会
主
催
で
開

催
さ
れ
る

「仙
台
市
高
齢
者
生
き
が
い
健
康
祭
」
で
は
ビ

ュ
ー
テ

ィ
ケ
ァ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
大
勢
の
人
が
利
用
し
大
盛
況
だ
っ
た
。

ま
た
、
平
成

一
五
年
六
月
七
日
に
B
E
A
U
T
Y
'
S
が
主
催
と
な

っ
て

「ビ

ュ
ー
テ
ィ
ケ
ア

・
ほ

っ
と
ケ
ア

の
つ
ど
い
」
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
活
躍
し
て
い
る
（
写
真
6
）。

◆
長
年

に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価
さ
れ
、
「善
行
青
少

年
」
と
し
て
首
相
官
邸
で
表
彰
を
受
け
た
。
受
賞
者
は
全
国
で

一

二
名
、
東
北
で
は
本
学
学
生
の
小
林
辰
洋
氏

一
人
だ
け
だ

っ
た
。

中
学

一
年
生
の
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会
に

一
年
間
通

っ
た

の
が
始
ま
り

で
、
養

護
施

設
を
訪
問
し
た

り
、
耳

の
不
自
由
な

お
年

寄
り
と
会
話
し

よ
う

と
手
話
を
習

っ

て
い
た
。

◆
本
学

に
は

「講
義
保

障
班

」
と

い
う
サ
ー

ク
ル

が
あ
り
、
聴
覚

障
害

者

の
学
生

の
聴

講
を
手
助
け
し
よ
う

と
発

足
。
講
義
内
容

を
同
時
通
訳
の
形
で
ノ
ー
ト
に
書

い
て
伝
え
る
活
動
（

ノ
ー
ト
テ

イ
ク
）
を
続
け
て
き
た
。
手
話
講
義
の
な
い
大
学
で
は
孤
独
感
や

不
安
を
抱
く
学
生
も
い
る
。
そ
こ
で
、
本
学
学
生
を
募
り
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
大
学

へ
来
て
不
自
由
な
思
い
を
感
じ
さ
せ
な

い
よ
う
活
動

し
て
い
る
。
現
在
は
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
超
え

た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

障
害
者
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な

く
誰
も
が
自
由
に
学
べ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
夢
見
て
活
動
を
続
け
て

い
る
。

お
わ
り
に

今
後
、
福
祉
社
会
の
構
築
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
察
知
し
、
新
し
い
活
動
を
開
発

・
提
案

・

創
造
す
る
二

一
世
紀
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
社
会

の
構
築
に
向
け
て
地
域

社
会
（
＝

市
民
）
と

一
体
と
な

っ
た
取
組
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い

き
た
い
。

写真6「 仙台市高齢者生きがい健康祭」
における活動の様子。毎年、多く
の来場者に喜ばれています


